
1995年 出土の木簡

大下
師よ
東ぜ
丹売
保ぼ

遺
跡

山
梨

・

１
　
所
在
地
　
　
　
山
梨
県
中
巨
摩
郡
甲
西
町
大
師

・
清
水

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
５
）
四
月
１

一
九
九
四
年

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
新
津
　
健

・
田
日
明
子

・
小
林
健
二

・
小
泉
　
敬

保
坂
和
博

・
松
土

一
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
建
物
跡

・
水
田
跡

・
祭
祀
跡

・
古
墳

・
地
震
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
世
紀
―
四
世
紀

。
一
三
世
紀
―

一
四
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
師
東
丹
保
遺
跡
は
、
甲
府
盆
地
の
中
で
も
低
位
の
地
域
に
位
置
し
、
標
高

二
五
〇
ｍ
前
後
を
測
る
。
こ
の

一
帯
は
甲
府
盆
地
西
縁
に
あ
る

櫛
形
山
か
ら
流
れ
出
す
幾
筋
も

の
小
河
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
扇
状
地
の
扇
端
部
に
あ
た
り
、

豊
富
な
湧
水
の
も
と
、
弥
生
時

代
以
降
の
遺
跡
が
多
く
、
古
代

末
か
ら
中
世
に
か
け
て
は
甲
斐

源
氏
の

一
統
が
居
館
を
定
め
た

(鰍 沢)



地
域
で
あ
り
、
古
長
禅
寺
の
よ
う
な
戦
国
期
大
井
氏
に
関
わ
る
寺
院
も
あ
る
。

本
遺
跡
の
調
査
は
、
中
部
横
断
自
動
車
道
建
設

。
国
道
五
二
号
線

（通
称
甲

西
バ
イ
パ
ス
）
改
築
に
伴
い
、
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
行
な
っ
た
。

調
査
区
域
が
幅
四
〇
ｍ
長
さ
四
〇
〇
ｍ
と
広
い
こ
と
か
ら
、
既
設
の
道
路
に
よ

り
概
ね

一
〇
〇
ｍ
ご
と
に
南
か
ら
Ｉ
区
Ｉ
Ⅳ
区
と
区
画
し
、
Ｉ
区

・
Ⅱ
区
を

一

九
九
三
年
度
に
、
Ⅲ
区

・
Ⅳ
区
を

一
九
九
四
年
度
に
調
査
し
た
。
河
川
の
氾
濫

に
よ
り
砂
礫
層

・
シ
ル
ト
層

・
粘
土
層
が
堆
積
し
て
お
り
、
各
調
査
区
に
お
い

て
二
層
か
ら
三
層
の
文
化
層
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
鎌
倉
時
代
の
建
物

・
水
田

・
祭
祀
跡

。
滞

・
杭
列
、
古
墳
時

代
前
期
の
円
墳
、
弥
生
時
代
後
期
の
水
田

・
地
震
跡
、
弥
生
時
代
中
期
の
溝
な

ど
様
々
な
時
代
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
遺
物
に
つ
い
て
も
遺
存
状
況
が

き
わ
め
て
良
好
で
あ
り
、
多
種
多
様
な
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。
特
に
木
簡
が

出
土
し
た
Ⅱ
区
で
は
、
鎌
倉
時
代
中
頃
を
中
心
と
し
た
多
く
の
木
製
品
を
は
じ

め
土
器

・
陶
磁
器
、
石
製
品
、
金
属
製
品
、
動

・
植
物
遺
存
体
な
ど
が
あ
り
、

本
県
に
お
け
る
中
世
前
半
期
の
基
礎
的
な
資
料
と
な
ろ
う
。
木
簡
は
包
含
層
中

よ
り
二
つ
に
折
れ
て
出
土
し
、
洪
水
で
流
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
原
位
置
を
特

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①
　

「山
☆

練
筈
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］∞∞×
ωｏ益

ａ
Ｐ

陰
陽
道
の
五
亡
星
を
記
し
た
呪
符
木
街
で
あ
る
。
符
篠
以
外
の
部
分
に
つ
い

て
は
墨
痕
は
不
明
瞭
で
あ
り
赤
外
線
写
真
で
も
判
然
と
せ
ず
、
こ
の
木
簡
の
性

格
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
遺
跡

一
帯
の
地
理
的
環
境
を
考
慮
す

れ
ば
、
止
雨
を
祈
願
し
た
呪
符
と
も
考
え
ら
れ
、
疫
病
除
け
の

「蘇
民
将
来

札
」
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
他
に
人
形

・
腸
物
形
な
ど
の
祭
祀
用
具
や
ウ
マ

の
下
顎
骨
な
ど
も
出
土
し
て
お
り
、
当
時
の
生
活
に
呪
術
習
俗
が
深
く
関
わ
っ

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

釈
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
大
学
の
水
野
正
好
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

山
梨
県
教
育
委
員
会

『大
師
東
丹
保
遺
跡
』
（山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調

査
報
告
八
七
　
一
九
九
四
年
）

山
梨
県
教
育
委
員
会

『大
師
東
丹
保
遺
跡
２
』
（山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
調
査
報
告
一
〇
二
　
一
九
九
五
年
）

（小
林
健
三
）




